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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20222022 22
会員数950名会員数950名

▲高速ジェット船 季節運航開始（2／1～3／27）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000 万円

返 済 期 間 10 年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年 1.21％（令和 4 年 1月 31日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

訃報　副会頭　髙橋幸民氏ご逝去
～経営者の思いを後継者に引き継ぐ～
　事業承継について
千葉県ワクチン・検査パッケージ制度
経済底流を読み解く
　高まる世界的なインフレ懸念
アジアの風　
　ビジネスの先を読む
青年部の窓
1月総会を開催～新役員が決定～
LOBO１2月結果　
業況は３カ月連続改善 ～コロナ再拡大に警戒感～
＜お知らせ＞
決算・確定申告相談会のご案内
折込チラシサービスをご活用下さい！

令和4年1月31日現在令和4年1月31日現在



会 議 所 だ よ り
令 和 ４ 年 2 月 10 日（2）

　

当
所
副
会
頭
、髙
橋
幸
民
氏

（
丸
高
ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会

社　

会
長
）は
去
る
令
和
３
年
12

月
12
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
氏
は
、平
成
３
年
～
平
成

19
年
ま
で
１
号
議
員
、平
成
19
年

か
ら
平
成
28
年
ま
で
２
号
議
員
、

ま
た
平
成
13
年
～
平
成
26
年
ま

で
常
議
員
、さ
ら
に
平
成
26
年
３

月
か
ら
は
副
会
頭
と
し
て
、本
間

名
誉
会
頭
、高
橋
元
会
頭
、杉
井

前
会
頭
、石
渡
会
頭
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
の
間
、燃
料
商
業
部

会
部
会
長
、観
光
交
通
委
員
会
委

員
長
、地
域
内
資
金
循
環
等
新
事

業
開
発
委
員
会
委
員
長
、館
山
港

総
合
開
発
促
進
協
議
会
理
事
、館

山
湾
花
火
大
会
資
金
部
長
、リ

ゾ
ー
ト
商
工
研
究
会
副
委
員
長

を
歴
任
さ
れ
、さ
ら
に
担
当
副
会

頭
と
し
て
館
山
市
商
業
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
や
里
見
特
別
委
員

会
の
活
動
を
、そ
の
中
心
と
な
っ

て
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

30
年
以
上
に
わ
た
る
商
工
会

議
所
活
動
を
通
じ
、観
光
・
商
業
・

交
通
・
自
然
・
景
観
・
歴
史
と
い
っ

た
地
域
資
源
を
活
用
し
た
経
済

の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
、多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

幅
広
い
知
識
や
行
動
力
、穏
や

か
な
人
柄
と
包
容
力
で
多
く
の

会
員
に
慕
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

髙
橋
副
会
頭
の
ご
逝
去
は
、当
所

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
損
失

で
あ
り
ま
す
が
、心
安
ら
か
に
永

遠
の
眠
り
に
つ
か
れ
ま
す
よ
う
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、髙
橋
副
会
頭
の
永
年
に

わ
た
る
功
績
に
対
し
て
、令
和
３

年
12
月
26
日
、日
本
商
工
会
議
所

会
頭　

三
村
明
夫
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、去
る
１
月
13
日
に
丸

高
ラ
イ
フ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

本
社
に
お
い
て
髙
橋
幸
丸
社
長

に
、当
所
会
頭　

石
渡
和
男
よ
り

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

会議所窓口相談

商工相談

　金融相談

毎週水曜日
（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

日本政策金融公庫

特別金融相談日

毎月第3金曜日
（事前にご連絡下さい）

「会議所だより」に広告を掲載される
会員事業所を募集しております!!

【掲載料】
約45mm×約85mm

10,800円～
問合せ　館山商工会議所
　　　　℡ 0470-22-8330

副
会
頭
　
髙
橋
幸
民
氏
ご
逝
去



会 議 所 だ よ り
（3）令 和 ４ 年 2 月 10 日

　

事
業
承
継
の
類
型
は
大
き
く

３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

①
親
族
内
承
継
→
子
や
親
族

②
親
族
外
承
継
→
従
業
員
等

③
親
族
外
承
継
→
第
三
者
承
継

（
※
Ｍ
＆
Ａ
）等

※
Ｍ
＆
Ａ
と
は「M

ergers

（
合

併
）and　

A
cquisitions

（
買

収
）」の
略
で
す

【
千
葉
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
方
の

事
例
】

【
例
１
】子
供
に
事
業
を
引
き
継
が

せ
た
い
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

↓

親
族
内
承
継

【
例
２
】子
供
た
ち
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、事
業
承
継
は
考
え
て
い

な
い
。社
員
が
引
き
継
ぐ
と
言
っ

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
が
ど
の

よ
う
に
進
め
た
ら
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。

↓

親
族
外
承
継
従
業
員
等
へ

【
例
３
】後
継
者
が
い
な
い
為
、廃

業
す
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

↓

親
族
外
承
継
第
三
者
・
Ｍ
＆
Ａ
等

【
例
４
】知
り
合
い
が
会
社
を
引

き
継
い
で
く
れ
る
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、今
後
の
手
続
き
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。

↓

親
族
外
承
継
第
三
者
・
Ｍ
＆
Ａ
等

【
千
葉
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
】

 

千
葉
県
内
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

「
千
葉
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
」は
国
の
委
託
事
業

と
し
て
設
置
さ
れ
た
、次
世
代
の

事
業
引
継
ぎ
に
関
す
る
様
々
な

課
題
解
決
を
支
援
す
る
公
的
相

談
窓
口
で
す
。県
内
各
地
で
相
談

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、秘

密
厳
守
・
相
談
無
料
で
、悩
み
を

伺
い
ま
す
。実
際
の
相
談
対
応
に

当
た
る
相
談
員
は
親
族
内
承
継

は
も
ち
ろ
ん
、中
小
企
業
の
Ｍ
＆

Ａ
仲
介
業
務
の
実
務
経
験
を
十

分
積
ん
だ
専
門
家
で
あ
り
、公
正

中
立
な
立
場
で
豊
富
な
経
験
に

基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
お
り
、事
業
承
継
、Ｍ
＆
Ａ
を

お
考
え
の
経
営
者
の
方
々
に
事

業
承
継
の
課
題
の
整
理
や
悩
み

を
安
心
し
て
ご
相
談
い
た
だ
け

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
の
流
れ
】

①
お
申
込
み
・
受
付

申
込
書
の
到
着
確
認
後
、担
当
者

か
ら
の
連
絡
で
日
程
調
整
。

②
相
談
窓
口

面
談
に
よ
り
事
業
実
態
の
把
握

や
具
体
的
な
課
題
を
抽
出
し
、親

族
内
承
継
、第
三
者
承
継
、Ｍ
＆

Ａ
な
ど
の
事
業
引
継
ぎ
に
関
わ

る
様
々
な
選
択
肢
を
ご
提
示
、支

援
機
関
を
ご
紹
介
。

③
事
業
引
継
ぎ
支
援

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
に
よ
る
第
三
者
へ

の
事
業
の
引
継
ぎ
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、譲
受
を
ご
希
望
さ
れ

て
い
る
企
業（
法
人
・
個
人
）と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
、課
題
に
対
す
る
助

言
等
や
、Ｍ
＆
Ａ
支
援
会
社
・
金

融
機
関
等
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
。

ま
た
は
各
種
専
門
家
を
ご
紹
介
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

千
葉
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
中
央
２

‐
５
‐
１　

千
葉
中
央
ツ
イ
ン

ビ
ル
２
号
館
１
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
３
‐
３
０
５
‐
５
２
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
３
‐
３
０
５
‐
５
２
７
３

丸高ライフエナジー株式会社

☎0470
（23）8155

☎0470
（22）7221

ホームガスプラザ丸高

カーライフの
　ホットステーション

24時間体制で
　安心をお届けする

テックピット
ガーデン

取締役会長　石 渡  和 男取締役会長　石 渡  和 男
館山市湊427

自動車買取致します自動車買取致します

経
営
者
の
思
い
を
後
継
者
に
引
き
継
ぐ

事
業
承
継
に
つ
い
て

昨
今
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
で
は
事
業
の
継
続
は
可
能
な
の
に
、

経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
が
未
定
で
あ
る
が
た
め
、
将
来
的
に
廃
業

を
予
定
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
等
、『
事
業
承
継
』が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
庁
か
ら
２
０
１
６
年
12
月
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
円
滑
な
事
業
承
継
を
実
現
す
る
た
め
の
指
針
で
あ
る
「
事
業
承
継
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」が
公
表
さ
れ
た
ほ
か
、各
自
治
体
や
行
政
機
関
に
お
い
て
、

事
業
承
継
に
対
す
る
支
援
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。



会 議 所 だ よ り
令 和 ４ 年 2 月 10 日（4）

千葉県ワクチン・検査パッケージ制度
　現在、飲食店等の利用においては人数制限がありませんが、今後千葉県が緊急事態措置区域や

まん延防止等重点措置区域に指定された場合、また、感染拡大の傾向が見られる場合には、再び

人数制限等の行動制限が課されることとなります。

　その場合に、第三者認証を取得した飲食店（認証店及び確認店）においては、「ワクチン・検査パッ

ケージ」制度を適用することにより、行動制限の一部が緩和され、５人以上での会食やカラオケ

設備の提供が可能となります。

　この「ワクチン・検査パッケージ」制度の適用にあたっては、事前に千葉県への登録が必要と

なりますので、登録方法等についてご確認ください。

ワクチン・検査パッケージ制度適用による行動制限の緩和の内容
◎�緊急事態宣言やまん延防止等重点措置のほか感染拡大の傾向が見られる場合において課される

人数制限が緩和され、同一グループ・同一テーブル5人以上の会食が可能となります（※１）

◎�緊急事態宣言時において課されるカラオケ設備の提供禁止が緩和され、収容率の上限を50％と

しつつ、カラオケ設備の提供が可能となります（※２）

※１．同一グループ・同一テーブル4人以内での会食の場合は、ワクチン接種歴等の確認は不要です。
※２．上記の適用を受ける場合は、入店者全員の接種歴等の確認が必要です。

登録の対象となる店舗（以下のいずれかに該当する店舗）
◎千葉県飲食店感染防止対策認証事業認証店（認証店）

◎千葉県飲食店感染防止基本対策確認店（確認店）

◎食品衛生法に基づく飲食店等営業許可を受けていないカラオケ店

登録申請方法
下記申請サイトからオンライン申請または郵送による申請

https://www.chiba-inshoku-ninsho.jp/vaccination

【問合せ】千葉県飲食店認証事務局　

　　　　　TEL０４３－３０７－９００３（平日10:00～18:00）

※ �1月21日から2月13日までの間、県内全域にまん延防止等重点措置が適用され、県内の飲食店

に対し「同一グループ・同一テーブルへの入店案内は原則4人以内」とする人数制限が要請されま

したが、本要請期間においては、ワクチン接種済証等やPCR等検査の陰性の結果通知等の提示に

よる人数制限の緩和は実施しません。

※なお引き続き、適用店舗の登録は可能です。



会 議 所 だ よ り
（5）令 和 ４ 年 2 月 10 日

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

　

足
元
、
世
界
的
に
イ
ン
フ
レ
の

懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。
主
要
国

の
物
価
動
向
を
み
る
と
、
目
に
つ

く
の
は
石
炭
や
石
油
、
小
麦
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
価
格
上
昇
で
企

業
間
物
価
の
上
昇
が
顕
著
に
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
。
今
後
、
そ
れ
は

徐
々
に
川
下
の
消
費
者
物
価
に
も

波
及
し
始
め
る
と
見
ら
れ
る
。
今

回
の
イ
ン
フ
レ
懸
念
の
高
ま
り
は
、

主
に
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
っ

て
企
業
の
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
、
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
型
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

世
界
的
な
供
給
制
約
は
長
期
化
す

る
恐
れ
が
あ
る
だ
け
に
、
今
後
の

経
済
底
流
を
読
み
解
く

高
ま
る
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
懸
念

イ
ン
フ
レ
動
向
が
国
内
外
の
経
済

お
よ
び
金
融
市
場
に
与
え
る
影
響

は
軽
視
で
き
な
い
。

　

今
春
以
降
、
主
要
国
で
企
業
間

物
価
指
数
の
上
昇
が
鮮
明
だ
。
そ

れ
が
続
く
と
、
企
業
は
コ
ス
ト
の

上
昇
に
呼
応
し
て
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
価
格
を
引
き
上
げ
始
め
る
。

米
国
で
は
そ
の
動
き
が
顕
著
だ
。

２
０
２
０
年
12
月
、
前
年
同
月
比

で
０・８
％
だ
っ
た
生
産
者
物
価
指

数
の
上
昇
率
は
、
21
年
８
月
に
は

同
８・
３
％
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。

背
景
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
再
拡
大
に
よ
っ
て
世
界
経

済
の
供
給
制
約
が
顕
在
化
し
、
鉱

山
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
自
動
車

な
ど
の
工
業
製
品
、
あ
ら
ゆ
る
製

品
に
用
い
ら
れ
る
半
導
体
な
ど
の

供
給
が
減
少
、
あ
る
い
は
停
滞
し

た
こ
と
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
増
加

な
ど
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
の
正

常
化
が
進
み
需
要
が
盛
り
返
し
つ

つ
あ
る
。
一
方
、
供
給
サ
イ
ド
で
は

人
手
不
足
も
発
生
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
米
国
を
は
じ
め
主
要
国

で
は
消
費
者
物
価
指
数
が
上
昇
し

て
い
る
。
８
月
の
米
消
費
者
物
価

指
数
の
上
昇
率
は
対
前
年
比
５
・

３
％
だ
っ
た
。
米
国
で
は
国
内
需

要
が
旺
盛
な
た
め
、
企
業
は
コ
ス

ト
の
増
加
分
を
最
終
価
格
に
転
嫁

し
や
す
い
。
７
月
の
米
家
計
貯
蓄

率
は
９・６
％
と
高
い
。
貯
蓄
が
消

費
に
回
る
こ
と
も
イ
ン
フ
レ
を
押

し
上
げ
る
だ
ろ
う
。

　

中
国
で
も
徐
々
に
消
費
者
物
価

指
数
に
上
昇
圧
力
が
掛
か
り
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ロ
圏
で
は
、
７

月
の
生
産
者
物
価
指
数
は
前
年
同

月
比
で
12
・
１
％
上
昇
し
た
。
そ

れ
は
い
ず
れ
、
川
下
の
消
費
者
物

価
指
数
の
上
昇
圧
力
と
し
て
作
用

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
鮮
食
品
、
さ

ら
に
は
タ
ン
カ
ー
の
船
賃
ま
で
幅

広
く
物
価
が
上
昇
す
る
中
、
特
に

石
炭
価
格
の
上
昇
が
鮮
明
だ
。
過

去
１
年
間
で
石
炭
価
格
は
約
３・５

倍
も
上
昇
し
最
高
値
を
更
新
し
た
。

そ
の
原
因
は
、
世
界
最
大
の
石
炭

消
費
国
で
あ
る
中
国
と
石
炭
輸
出

大
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

対
立
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発
生
源
を
巡
っ
て
中
豪
関
係
は
悪

化
し
た
。
中
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
産
石
炭
の
輸
入
を
制
限
し
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
入

増
加
を
重
視
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

中
国
は
一
部
の
火
力
発
電
所
な
ど

で
必
要
な
石
炭
を
確
保
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
部

地
域
で
は
停
電
が
発
生
し
て
い
る
。

電
力
供
給
不
足
は
生
産
活
動
に
も

マ
イ
ナ
ス
で
、
生
産
量
を
増
や
そ

う
に
も
新
た
に
炭
鉱
を
開
発
す
る

に
は
時
間
が
か
か
る
。

　

同
じ
よ
う
な
事
態
が
世
界
各
国

で
も
発
生
し
て
い
る
。
脱
炭
素
へ
の

取
り
組
み
が
進
む
中
、
燃
焼
時
の

温
室
効
果
ガ
ス
発
生
量
が
相
対
的

に
少
な
い
、
液
化
天
然
ガ
ス
を
用

い
た
火
力
発
電
を
重
視
す
る
国
が

増
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
世
界

的
な
気
候
変
動
の
激
化
を
背
景
に

し
て
冷
暖
房
の
た
め
の
電
力
需
要

が
急
速
に
伸
び
て
い
る
中
で
、
電

力
を
各
国
が
供
給
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
石
炭
火
力
発
電
を
重
視
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

英
国
で
は
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の

不
足
で
ガ
ソ
リ
ン
供
給
が
減
少
し
、

一
部
の
買
い
だ
め
行
動
で
パ
ニ
ッ
ク

的
な
混
乱
が
起
き
た
。
そ
う
し
た

状
況
下
、
わ
が
国
も
10
月
か
ら
、

マ
ー
ガ
リ
ン
、輸
入
車
、電
力・ガ
ス
、

小
麦
な
ど
が
値
上
が
り
し
た
。
異

常
気
象
の
影
響
で
葉
物
野
菜
な
ど
、

生
鮮
食
料
品
も
値
上
が
り
し
て
い

る
。
８
月
、
わ
が
国
の
企
業
物
価

指
数
は
前
年
同
月
比
５・５
％
上
昇

し
た
。

　
一
方
で
、
世
界
経
済
の
回
復
ペ
ー

ス
は
徐
々
に
鈍
化
す
る
恐
れ
も
あ

る
。
中
国
の
不
動
産
企
業
の
破
綻

懸
念
が
高
ま
り
、
中
国
の
景
気
減

速
は
一
段
と
鮮
明
化
す
る
だ
ろ
う
。

物
価
上
昇
懸
念
は
金
利
を
上
昇
さ

せ
、
株
価
の
下
落
リ
ス
ク
も
高
ま

る
。
い
ず
れ
も
世
界
経
済
に
は
マ

イ
ナ
ス
だ
。
今
後
、
イ
ン
フ
レ
圧

力
が
強
ま
る
と
同
時
に
、
世
界
経

済
の
減
速
す
る
展
開
は
軽
視
で
き

な
い
。
そ
れ
は
、
需
要
が
縮
小
均

衡
に
向
か
う
わ
が
国
経
済
に
と
っ

て
大
き
な
逆
風
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
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ア
ジ
ア
の
風
　

ア
ジ
ア
の
風
　
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
を
読
む

ビ
ジ
ネ
ス
の
先
を
読
む

　

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
で
世
界

の
主
導
権
を
握
っ
た
感
も
あ
る
中

国
メ
ー
カ
ー
が
、
東
南
ア
ジ
ア
へ

の
攻
勢
を
か
け
始
め
た
。
上
海
汽

車
は
買
収
し
た
英
国
Ｍ
Ｇ
ブ
ラ
ン

ド
で
生
産
・
販
売
し
て
い
る
Ｅ
Ｖ

を
中
国
か
ら
輸
入
し
、
２
０
１
９

年
か
ら
タ
イ
で
販
売
し
て
お
り
、

タ
イ
の
Ｅ
Ｖ
市
場
の
ト
ッ
プ
。
長

城
汽
車
は
猫
の
目
の
よ
う
な
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
を
特
長
と
す
る
Ｅ
Ｖ

「
Ｏ
ｒ
ａ　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

Ｃ
ａ
ｔ
」

を
21
年
11
月
に
発
売
。
バ
ン
コ
ク

中
心
部
の
シ
ー
ロ
ム
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
あ
る
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
は
、
現
地
の
日
本
メ
ー
カ
ー
関

係
者
の
「
タ
イ
で
は
Ｅ
Ｖ
は
３
年

早
い
」
と
い
う
予
想
を
覆
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。　

　

自
動
車
専
門
家
が
タ
イ
は
も
ち

ろ
ん
東
南
ア
ジ
ア
で
の
Ｅ
Ｖ
販
売

を
時
期
尚
早
と
見
る
の
は
、
充
電

イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
か
ら

だ
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
駐
車

場
や
公
共
施
設
な
ど
ご
く
限
ら
れ

た
場
所
に
し
か
充
電
ス
タ
ン
ド
は

な
く
、
中
国
の
２
社
も
自
社
の
販

売
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど

に
自
前
で
急
速
充
電
設
備
を
設
置

し
つ
つ
あ
る
が
、
地
方
へ
の
普
及

は
見
通
せ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、Ｅ
Ｖ
に
関
心
が
集
ま
る
に
は
、

コ
ス
ト
の
安
さ
が
あ
る
。
車
体
価

格
こ
そ
１
０
０
万
バ
ー
ツ
（
約

３
４
０
万
円
）
前
後
と
ガ
ソ
リ
ン

車
よ
り
割
高
だ
が
、
走
行
コ
ス
ト

は
ガ
ソ
リ
ン
車
の
５
分
の
１
程

度
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
高
騰
す
る

中
で
、
Ｅ
Ｖ
は
魅
力
を
増
し
て
い

る
。

　

も
と
も
と
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
で

は
、
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
安
い
液
化
石

油
ガ
ス
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
や
圧
縮
天
然

ガ
ス
（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
）
を
燃
料
と
す
る

車
が
広
く
普
及
し
て
お
り
、
燃
料

費
に
は
極
め
て
敏
感
。
燃
料
補
給

場
所
の
少
な
さ
な
ど
不
便
さ
よ
り

走
行
コ
ス
ト
が
重
視
さ
れ
て
い

る
。
Ｅ
Ｖ
を
航
続
距
離
や
充
電
イ

ン
フ
ラ
で
敬
遠
す
る
人
の
多
い
日

本
と
は
、
評
価
の
軸
が
異
な
る
こ

と
に
注
意
す
べ
き
だ
。
ベ
ト
ナ
ム

で
も
民
間
の
大
手
複
合
企
業
、
ビ

ン
・
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
ビ
ン
フ
ァ

ス
ト
が
既
に
Ｅ
Ｖ
生
産
に
乗
り
出

し
て
い
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
を
定
額

利
用
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で

提
供
し
、
車
両
価
格
を
抑
え
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
。
ド
イ
ツ
メ
ー

カ
ー
の
支
援
も
あ
り
発
表
し
て
い

る
セ
ダ
ン
の
レ
ベ
ル
は
高
い
。

　

日
本
メ
ー
カ
ー
は
Ｅ
Ｖ
市
場
が

急
拡
大
す
る
中
国
で
こ
そ
Ｅ
Ｖ
の

開
発
、
市
場
投
入
を
急
ぎ
始
め
た

が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
ま
だ
動
き

が
鈍
い
。
対
照
的
に
中
国
勢
は
長

城
汽
車
が
、
撤
退
し
た
米
Ｇ
Ｍ
の

工
場
を
買
収
し
、
23
年
か
ら
Ｅ
Ｖ

の
タ
イ
生
産
を
始
め
る
予
定
。
日

本
企
業
の
投
資
で
東
南
ア
ジ
ア
最

大
と
な
っ
た
タ
イ
の
自
動
車
産
業

集
積
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
向
け
需
要

が
縮
小
し
、
Ｅ
Ｖ
向
け
が
急
成
長

す
る
大
転
換
期
に
間
も
な
く
突
入

す
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
中
小
製
造

業
は
先
入
観
や
思
い
込
み
で
は
な

く
、
現
地
の
肌
感
覚
で
市
場
の
先

行
き
を
読
み
、
人
に
先
ん
じ
て
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。～会員事業所の財形事務を代行いたします～

館山商工会議所
財形貯蓄事務代行制度

　館山商工会議所では会員サービスの一環と

して「財形貯蓄事務代行制度」に取り組んで

います。

　面倒な財形の事務手続きを事業主に代わっ

て代行いたしまます。

　この機会にぜひ財

形制度の導入をご検

討いただき、当所の

事務代行で財形をス

タートしましょう。

ゆとりのためのこのプラン

小 林 琢 也
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房総乳菓

千葉郷産銘菓処
全国銘菓組合加盟店

第28回全菓博農水大臣賞受賞

県花「菜の花」をイメージする
黄身餡入りのホイル焼き乳菓

　

日
本
商
工
会
議
所
は
12
月
28

日
、
12
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
結
果

を
発
表
し
た
。
12
月
の
全
産
業
合

計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
15
・
８
と

と
前
月
比
で
５
・
３
㌽
上
昇
し
、

３
カ
月
連
続
で
改
善
。
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
18
・
０
と
な
り
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
警
戒
感
か
ら

慎
重
な
見
方
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査
12
月
結
果
で

は
、
日
常
生
活
の
回
復
に
伴
う
外

出
機
会
の
増
加
や
一
部
自
治
体
に

よ
る
需
要
喚
起
策
の
効
果
に
よ

り
、
客
足
が
増
え
た
飲
食
・
宿
泊

業
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の

回
復
が
続
く
ほ
か
、
小
売
業
で
は

衣
料
品
の
需
要
に
持
ち
直
し
の
動

き
が
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、
製
造
業
を
中
心
に
依
然

と
し
て
幅
広
い
業
種
で
、
部
品
供

給
制
約
に
よ
る
納
品
遅
れ
、
原
油

価
格
を
含
む
資
源
価
格
や
鉄
鋼
な

ど
の
原
材
料
費
の
上
昇
な
ど
の
コ

ス
ト
増
加
が
続
い
て
い
る
。
加
え

て
、
活
動
正
常
化
に
伴
う
人
手
不

足
も
発
生
し
て
お
り
、
中
小
企
業

の
景
況
感
は
回
復
基
調
が
続
く
も

の
の
、
力
強
さ
を
欠
い
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

18
・
０
（
今
月
比
＋
２
・
２
㌽
）。

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動

の
両
立
に
向
け
た
国
・
自
治
体
の

支
援
の
拡
充
に
よ
り
、
年
末
年
始

の
商
戦
を
契
機
と
し
た
個
人
消
費

拡
大
や
国
内
の
観
光
需
要
回
復
な

ど
へ
の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。

　

一
方
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る

感
染
拡
大
と
活
動
制
約
を
懸
念
す

る
声
も
聞
か
れ
る
。
加
え
て
、
部

品
供
給
制
約
の
長
期
化
や
円
安
、

資
源
価
格
の
高
止
ま
り
、
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
よ
る
人
件
費
増
な

ど
の
コ
ス
ト
上
昇
圧
力
の
継
続
、

仕
入
価
格
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
の

遅
れ
か
ら
、
先
行
き
の
不
透
明
感

が
高
ま
り
、
慎
重
な
見
方
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

業
種
別
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
全
５
業

種
で
改
善
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、

北
海
道
、
東
海
、
中
国
で
ほ
ぼ
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
他
の
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
改
善
し
て

い
る
。

LOBO
12月結果

業
況
は
３
カ
月
連
続
改
善

業
況
は
３
カ
月
連
続
改
善

～
コ
ロ
ナ
再
拡
大
に
警
戒
感
～

～
コ
ロ
ナ
再
拡
大
に
警
戒
感
～

青
年
部
の
窓

１
月
総
会
を
開
催
～
新
役
員
が
決
定
！
～

　

令
和
４
年
１
月
１
９
日　

青
年

部
１
月
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
総
会
開
催
時
期

と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
変
異
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
再
拡

大
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
急
遽
、
開
催
方
法

を
変
更
し
、
懇
親
会
を
中
止
し
、

参
加
者
の
安
全
を
確
保
す
べ
く
、

最
小
限
の
出
席
者
で
、
商
工
会
館

大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
十
分
な
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し

て
、
議
案
の
審
議
の
み
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
総
会
に

は
部
員
総
数
37
名
中
33
名
が
出
席

（
実
出
席
13
名
、
委
任
状
出
席
20

名
）、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号

議
案
ま
で
を
審
議
し
た
と
こ
ろ
、

全
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

 

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
商
工
会

議
所
よ
り
石
渡
和
男
会
頭
、
上
野

学
専
務
理
事
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
よ

り
鈴
木
誠
一
会
長
、
安
藤　

満
副

会
長
、
小
林　

稔
理
事
、
外
立
龍

介
監
事
、
本
橋
亮
一
相
談
役
、
石

井
信
重
氏
、
鈴
木
将
仁
氏
の
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
次
年

度
役
員
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
会　

長　

井
月　

昇
、

○
副
会
長　

川
名
淳
郎
、

○
副
会
長　

辰
野
弘
征
、

○
書　

記　

田
中
良
幸
、

○
会　

計　

佐
藤　

渉
、

○
総　

務
・
広
報
委
員
長

　
　
　
　
　

三
浦
大
介
、

○
総
務
・
広
報
副
委
員
長

　
　
　
　
　

千
原
清
之
、

○
地
域
開
発
委
員
長

　
　
　
　
　

須
藤
健
太
、

○
地
域
開
発
副
委
員
長

　
　
　
　
　

押
井
圭
一
、

○
監　

事　

安
田
定
広
、

○
相
談
役　

熊
澤　

浩
、

○
直
前
会
長　

小
泉
竜
樹



会 議 所 だ よ り
令 和 ４ 年 2 月 10 日（8）

折込チラシサービスをご活用下さい！ 決算・確定申告相談会のご案内
　当所では、会員企業への情報提供ツールとして
「会議所だより」を毎月10日に発行し、約1,100
社（関係団体等含む）にお届けしております。
　そこで、「会議所だより」に企業情報としてチ
ラシ広告をいれていただける事業所を募集致し
ます !!
　折込手数料・重要事項は下記の通りですので、
ぜひ、ご活用下さい。

【折込手数料】
会員	 １０，８００円（税込）
非会員	 ２１，６００円（税込）

【重要事項】
①折込チラシは印刷して1,200 枚ご用意下さい。
②�折り込みチラシのサイズはＡ４版とさせていた
だきます。

③�虚偽記載・モラルに反するチラシはお断りいた
します。

④�事前にチラシの内容を確認させていただきま
すので、折り込みたい月の前月20 日までに原
稿をお持ち下さい。

⑤�申し込みが多数の場合は先着順とさせていた
だきます。

⑥�折込手数料は原則前払いとさせていただきま
す。

⑦詳しい内容等につきましては館山商工会議所
　（２２‐８３３０）までお問合せ下さい。

【日　時】　
２月１７日（木）・２月２２日（火）・３月９日（水）
《午後２時～午後４時３０分》

【場　所】　
館山商工会議所　会議室

【相談費用】
無料（事前にご予約ください）

【持参物】
①令和３年分各関係帳簿
②令和元年・２年分決算書、申告書控え
③各種控除証明書等
④税務署から送られてきた決算・確定申告書

【申込方法】
電話またはＦＡＸにて、下記までお申し込み下さい。

【主　催】　
館山商工会議所　中小企業相談所
（ＴＥＬ２２‐８３３０　ＦＡＸ２３‐４０１１）


